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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期

第１四半期累計期間
第42期

第１四半期累計期間
第41期

会計期間
自 平成24年10月21日
至 平成25年１月20日

自 平成25年10月21日
至 平成26年１月20日

自 平成24年10月21日
至 平成25年10月20日

売上高 (千円) 211,373 180,463 2,219,467

経常利益又は経常損失(△) (千円) △65,874 △71,547 156,257

四半期純損失(△)又は当期純利
益

(千円) △43,096 △46,840 64,264

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 479,885 479,885 479,885

発行済株式総数 (株) 5,969,024 5,969,024 5,969,024

純資産額 (千円) 1,718,281 1,768,827 1,837,346

総資産額 (千円) 5,182,312 5,400,085 5,224,338

１株当たり四半期純損失金額
(△)又は当期純利益金額

(円) △7.69 △8.36 11.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 33.2 32.8 35.2
 

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載を省略しております。

 ４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有

価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであり
ます。

(1)経営成績の分析

①業績の概況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府主導による経済対策や日銀の金融緩和政策などを

背景にして、円高の是正や株価の回復が進み企業収益も改善する等、景気は緩やかながら回復基調の動

きがみられたものの、一方では新興国経済の下振れ懸念や平成26年４月の消費税率引き上げなどによ

り、先行き不透明な状況で推移しました。　

その中で当社の属する建設コンサルタント業界の市場環境におきましては、国の建設投資については

経済対策として公共事業の補正予算の執行などがあり堅調に推移したものの、一方では地方公共団体の

公共事業については新規事業の予算縮減が継続されているため、引き続き厳しい受注環境となりまし

た。

こうした状況の中、当社としては、他社との差別化を目指して、培ったノウハウを活用し顧客のニー

ズに合った技術提案の強化を経営の最重要課題のひとつとして位置付けて、きめ細かな営業活動を展開

し全社を挙げて受注確保に取り組んだ結果、当第１四半期累計期間の受注高は４億４千５百万円(前年

同四半期比25.5％増)となりました。

収益面につきましては、後述のとおり売上高の季節的変動要因などの影響により、売上高１億８千万

円(同14.6％減)、営業損失６千万円(前年同四半期は営業損失５千２百万円)、経常損失７千１百万円

（同経常損失６千５百万円）、四半期純損失４千６百万円（同四半期純損失４千３百万円）となりまし

た。

　
なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（建設コンサルタント事業）

建設コンサルタント事業の当第１四半期累計期間の業績は、売上高の季節的変動要因などの影響によ

り、完成業務収入１億３千８百万円(前年同四半期比18.9％減)、売上総利益４千９百万円(同5.2％減)

となりました。

（不動産賃貸等事業）

不動産賃貸等事業の当第１四半期累計期間の業績は、入居率の上昇及び諸経費削減などにより、不動

産賃貸等収入４千１百万円(前年同四半期比3.6％増)、売上総利益１千１百万円(同9.7％増)となりまし

た。

　
②売上高の季節的変動について

当社の主要事業である建設コンサルタント事業は、主要顧客先が国・地方自治体であることから、公

共事業の工期が事業年度末である３月および９月に集中する傾向にあるため、当社の売上高の計上時期

が第２四半期会計期間と第４四半期会計期間に偏る傾向が高い反面、販売費及び一般管理費は各四半期

毎に概ね均等に発生するという季節的変動要因があります。
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(2)財政状態の分析

(資産)

資産合計は、54億円(前事業年度末比１億７千５百万円増)となりました。

主な増減内訳は、現金及び預金(同６千６百万円増)、受取手形及び完成業務未収入金(同２億４千１百

万円減)、未成業務支出金(同３億２千４百万円増)等であります。

(負債)

負債合計は、36億３千１百万円(前事業年度末比２億４千４百万円増)となりました。

主な増減内訳は、業務未払金（前事業年度末比６千７百万円減）、未払法人税等(同２千８百万円減)、

短期借入金(同３億６千万円増)等であります。

(純資産)

純資産合計は、17億６千８百万円(前事業年度末比６千８百万円減)となりました。

主な増減内訳は、利益剰余金(同７千４百万円減)等であります。

　
(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び
新たに生じた課題はありません。
なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につきましては、特

に定めておりませんので、記載すべき事項はありません。

　

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年１月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年３月５日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 5,969,024 5,969,024
東京証券取引所　JASDAQ

(スタンダード)
（注）

計 5,969,024 5,969,024 ― ―
 

(注)株主としての権利内容に制限のない、標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月21日～
平成26年１月20日

― 5,969,024 ― 479,885 ― 306,201
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社キタック(E05015)

四半期報告書

 5/15



　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成25年10月20日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成25年10月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 368,400

 

―
権利内容に何ら制限のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,598,800
55,988 同上

単元未満株式 普通株式 1,824
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 5,969,024 ― ―

総株主の議決権 ― 55,988 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式35株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年10月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社キタック

新潟市中央区新光町10番地２ 368,400 ― 368,400 6.17

計 ― 368,400 ― 368,400 6.17
 

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成25年10月21日か

ら平成26年１月20日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年10月21日から平成26年１月20日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社が存在しませんので四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年10月20日)

当第１四半期会計期間
(平成26年１月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 78,861 145,393

受取手形及び完成業務未収入金 370,802 129,219

未成業務支出金 318,168 642,475

貯蔵品 3,789 3,533

繰延税金資産 22,895 48,630

その他 16,505 21,359

貸倒引当金 △908 △322

流動資産合計 810,114 990,289

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 321,802 316,912

工具、器具及び備品（純額） 450,990 450,897

賃貸資産（純額） 1,074,970 1,079,436

土地 2,354,153 2,354,153

その他（純額） 32,033 24,605

有形固定資産合計 4,233,950 4,226,006

無形固定資産 14,130 13,392

投資その他の資産

投資有価証券 127,955 134,471

繰延税金資産 14,893 14,150

その他 23,302 21,784

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 166,143 170,397

固定資産合計 4,414,224 4,409,796

資産合計 5,224,338 5,400,085

負債の部

流動負債

業務未払金 133,364 66,071

短期借入金 740,000 1,100,000

1年内返済予定の長期借入金 254,388 254,388

未払法人税等 30,021 1,115

未成業務受入金 134,482 199,247

賞与引当金 37,735 17,466

業務損失引当金 1,964 10,281

その他 160,808 153,162

流動負債合計 1,492,766 1,801,732

固定負債

社債 350,000 350,000

長期借入金 1,277,716 1,214,119

退職給付引当金 51,010 49,298

役員退職慰労引当金 184,411 186,311

その他 31,088 29,797

固定負債合計 1,894,226 1,829,526

負債合計 3,386,992 3,631,258
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年10月20日)

当第１四半期会計期間
(平成26年１月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 479,885 479,885

資本剰余金 306,201 306,201

利益剰余金 1,142,098 1,067,255

自己株式 △110,487 △110,487

株主資本合計 1,817,698 1,742,854

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 19,648 25,972

評価・換算差額等合計 19,648 25,972

純資産合計 1,837,346 1,768,827

負債純資産合計 5,224,338 5,400,085
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成24年10月21日
　至 平成25年１月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年10月21日
　至 平成26年１月20日)

売上高 211,373 180,463

売上原価 148,719 119,554

売上総利益 62,654 60,909

販売費及び一般管理費 115,222 121,460

営業損失（△） △52,567 △60,551

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 767 1,812

業務受託手数料 4,347 3,467

その他 675 846

営業外収益合計 5,792 6,127

営業外費用

支払利息 11,746 11,844

社債利息 836 703

その他 6,514 4,575

営業外費用合計 19,098 17,123

経常損失（△） △65,874 △71,547

税引前四半期純損失（△） △65,874 △71,547

法人税、住民税及び事業税 501 476

法人税等調整額 △23,279 △25,183

法人税等合計 △22,777 △24,707

四半期純損失（△） △43,096 △46,840
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前第１四半期累計期間
(自　平成24年10月21日
至　平成25年１月20日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年10月21日
至　平成26年１月20日)

減価償却費 21,507千円 21,239千円

【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

前第１四半期累計期間（自 平成24年10月21日　至 平成25年１月20日）及び当第１四半期累計期間

（自 平成25年10月21日　至 平成26年１月20日）

当社は、官公庁取引が大半を占める事業の性質上、売上高が第２四半期会計期間及び第４四半期会計

期間に集中する傾向があり、各四半期会計期間の業績に季節的変動があります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

　

 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成24年10月21日 至 平成25年１月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年１月17日
定時株主総会

普通株式 28,002 5.00 平成24年10月20日 平成25年１月18日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自 平成25年10月21日 至 平成26年１月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年１月15日
定時株主総会

普通株式 28,002 5.00 平成25年10月20日 平成26年１月16日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成24年10月21日 至 平成25年１月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 
報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高    

  外部顧客への売上高 170,938 40,435 211,373

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 170,938 40,435 211,373

セグメント利益 52,325 10,328 62,654
 

(注)　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

　

　
Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成25年10月21日 至 平成26年１月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 
報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高    

  外部顧客への売上高 138,582 41,881 180,463

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 138,582 41,881 180,463

セグメント利益 49,579 11,329 60,909
 

(注)　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間

(自 平成24年10月21日
至 平成25年１月20日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年10月21日
至 平成26年１月20日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △７円69銭 △8円36銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純損失金額(△)(千円) △43,096 △46,840

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △43,096 △46,840

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,600,589 5,600,589
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　　

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人　トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   五十幡　　理一郎　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   神　代　　　勲　　　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年３月３日

株式会社キタック

取締役会  御中

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社キタックの平成25年10月21日から平成26年10月20日までの第42期事業年度の第１四半期会計期間(平

成25年10月21日から平成26年１月20日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年10月21日から平成26年１月20

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キタックの平成26年１月20日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社キタック(E05015)

四半期報告書

15/15


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第１四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

